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初動 ３年→10年→20年

政府→＋time→

被災者支援対策本部

・震災特例措置（減免，災
　害援護資金貸付，災害復
　旧資金貸付，家賃補助，
　家賃軽減措置等）
・LSA（生活援助員）派遣
・対東京電力対応
・教育情報集約と修学支援
・事業再生情報集約と融資
・オフィス提供
・被災者緊急雇用対策

・復興５カ年計画策定
・関東広域圏被爆対応
　策定プロジェクト 

→都道府県
　市町村

課題の発生 遺族・被災者

・対策本部永久
　に設置か？
・緊急災害復旧
　金への返済問
　題
・LAS 派遣対
　象外に住む被
　災高齢者問題
・仮設住宅の孤
　独死問題

・遺族の心のケ
　ア問題（遺族
　にとっての　
　「ガンバレ」
　という言葉　
　の暴力性，葬
　儀・埋葬が出
　来なかったこ
　とへの罪悪観，
　死の集合的記
　憶化・納得化
　への手助け）
・被災者の病気，
　高齢化，介護
・雇用問題
・地震と犯罪

・｢生きると住」の再建
　復興公営住宅（低層階
　　コレクティブハウス）
　被災者自立支援金制度
・｢地域と産業」の再建
　経済特区の設定
　農地/漁場の共同集団
　　経営圏域の拡大
・｢子ども百年サポート」
　移動教室/図書館
　長期の心のケア体制

←弁護士会
←企業法務
←税理士会

←司法書士会
←土地家屋調査士会 

百年未来機構

【法的ガバナンス】

被災リスク対応

秩序モデルの構築
法務局→

・外国政府
・外国アカデミー
・国際機関

市民的パワーデッキ ・地元大学
・地域防災
　センター

NGO/NPO

生活協同組合
自治会・町内会
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能
の
7

ミ
二
ア
ず
の
村
会
資
本
は
、

l人l 肯

朱民
団主主
i i員
1史実

；；笠
苧まf
rσコ
求品
め kf
る＂＇＊

問
題
は
" c 

お
し、
-c 
、九

も

漁
協
や
町
内
会
；
一
い
う
と

ー
結
束
（
r
h
v
Z
E伏

J

一
型
計
会
資
本
と
川
y
ト
ナ

ム
は
F6ぶ
一
が
、
生
、
明
日
い
廷
が
る
沿
岸
内
渦
協
を
中
心
と
し
た
守
山
党
η
地
践
の
発
肢
に
は
、
「
奥
行
主
レ
」
同
一
が
必
ま
し
ζ

さ
れ
よ

I 

パ
ソ
チ
ャ

l
ド
マ
ヴ
刊
］
ゲ

μ
よ
れ
ば
、
「
単
一
行
主
は
特
定
の
分
野
に
お
け
る
絞
殺
怖
と
百
マ
門
化
が
、
そ
九
ぞ
れ
υ

円
ま
る
こ
と
で
牛
ま

れづれ
w

＝
洞
を
も
と
ら
す
の
は
多
様
性
レ
ー
訟
と
な
7

イ
デ
f
d
T
持
容
し
生
凶
し
、
反
映
さ
せ
る
の
に
必
要
な
経
験
＼
の
蛇
紋
料
い
じ
あ

そ
し
ず
、

フ
リ
川
ダ
は
究
め
よ
う
円
い
う
一
一
刊
生
刀
の
湖
南
北
ー
と
な
J

て
い
る
の
は
、
地
域
的
教
育
水
準
、
技
能
水
準

ア
ク
f

円
ン
ー
の
水
準
で
は
な
い
っ
地
掛
川
村
体
が
有
ず
る
ト
小
説
的
な
性
格
の
部
一
わ
け
、

4
3

な
わ
ち
経
験
へ
の
陀
民
性
に
富
む
人
々
を
引
き
コ
付
、

動
医
す
る
々
で
あ
る
」
と
c

で
あ
る
ζ

す
れ
ぽ
、
ん
け
い
対
す
を
内
h
Z
1
Q
こ
の
信
技
こ
そ
、

一
一
興
行
さ
と
ん
制
〉
を
、
「
＃
刊
は
I

川
の
恋
人

一JrpTvロリ品川】リム士山｝町三戸悶

｛

C
刊
ユ
弓
v
v
m
ν
E
J

ヰ
戸
。
弘
、
J
m
】

T
b

｛
ミ
ヰ
戸
の
『

2
2岬
」
（
昌
一
山
在
一
篤
一
、
「
機
官
的
秩
序
の
禄
滑
な
シ
ス
プ
ム
」
一
ン
ュ

f
7
ブ
ズ
一
ど
し
て

の
川
汁
リ
秘
ハ
一
の
判
hu
！こ

L
L
恒
叫
ん
査
寸
必
要
が
あ
う
て

v

主
主
埠
，

h

が
知
る
「
大
津
波
で
も
均
は
F
んな

な
い
に
f

川
の
主
み
を
子
ス
る
の
は
背
没
に
あ
ゐ
森
の
た
だ
力
打
一
色
い

7
体
紋
ι

却
を
、
地
冗
場
場
、
と
い
水
域
、
士
市
山
相
、

伝
尽
き
三
る
（
μ

一
き
る
と
生
業
〉

一
コ
〆
ズ
レ
仁
i
し

亡
ハ
ん
仰
の
ー
幅
広
い
」
ス
テ
’
r
：
ホ
ル
ダ
ー
へ
と
開
校
す
心
な
か
で
、
東

E
卒、

主

I宇

世
界
を
U
N
将
え
た
〈
弘
行
き
と
い
悩

J

あ
る
抜
艦
二
／
一
プ
ン
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
耳
安
と
思
わ
れ
る
に

ス
ア
ー
ク
マ
ホ
ル
ダ
ー
は
、
地
八
以
外
の
装
い
紙
、
市
門
家
な
こ
と
ク
タ
位
多
様
と
あ

ω
が
問
、
X
L
h

説
L
い
意
見
対
F
は、

一
、

J

H

カ
C
一

あ
っ
た
地
高
山
人
間
際
付
加
を
壊
ナ
か
も
知
れ
な
い

L
r
L、
一
庶
民
ト
的
な
も
の
は

劃
ら
れ
て
は
壊
き
れ
、
ま
た
汚
し
い
ベ
ク
下
ル
、
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三



町4

七
で

L
J

め
7

つヲつ

ν」
f

の
認
識
を
小
す
一

v

設
け

L
M一
人
ー
は
次
の
よ
へ
に
い
う

ー出町戸
J
は
あ
ま
り
に
広
す
ぎ
て
出

の
コ
ミ
ェ

フ
ィ
と
は
い
え
な
い

－
た
と
え
ゴ
山
門

ζγ
つ
単
位
が
、
地
域
・
コ
ミ
一
二
一
ア

f
を
代
表
す
る
ご

L
て

前

の

め

り

い
復
興
構
料
品
包
i
て、

推
近
1
る
な
ら
ば
、

て
れ
は
被
災
者
い
は
上
小
ら
の

拝
上
μ
いけ一

と
一
又
け
取
ら
れ
、
将
来
4
J
2
間
同
起
を
引
き

起
こ
J
1
ノ

F
K杵
淡
路
r人
定
災
の
時
の
よ
う

。

内
川
越
は
、
主
体
と
な
る
べ
き
地
域
・
コ
ミ
ュ
三
一
ア
ィ
の
報
調
べ
や
単
位
ど
け
〈
な
く
、
政
的
と
現
場
の
湾
問
仲
の
あ
り
り
と
あ
る
n

地
問
叫

的
組
引
に
も
ま
し
て
市
ぜ
な
の
は
、
政
府
と
地
域
什
会
と
の
岡
山
技
介
制
ば
（
】
H
B
E
E
r
t与一

の
あ
り
方
一
と
あ
る
の
ど
川
佐
川
己
、
見
J

区
J

主
早
川
ハ
ー
と
し
た
や
や
も

1

司
れ
ば
い
集
制
ど
げ
に
強
レ

ι」
戒
を
ふ
め
る
一
結
束
」
型
祈
会
資
本
と
比
絞
於
広
範
匹
な
お
よ
性
に
烹
つ

肌
前
件
の
小
に
粒
会
へ
ま
れ
ん
れ
磁
石
の
よ
う
な
も
の
で
L

一
陣
の
店
己
週
織
的
な
命
直
性
」

－rJ
一

に
上
っ
て
動
く
市
民
的
視
介
制
民
の
叡
出
が
よ
中
安
と

gzoEMM戸
。
を
媒
介
す
と
、
地
域
的

を
有
4
3

／
仏
、
機
動
的
に
倒
J

、
ー
場
ベ

i
ス
の
戦
略

S
E
2
1
r
z
E
2
2耳
尚
三
」

な
コ
て
こ
よ
、
七
そ
れ
は
、
同
lhγ

、
い
お
加
者
を
抱
け
て
の
情
唱
の
続
実
性
・
官
頼
性
・
専
門
性
を
武
器
に
、
政
府
に
対
制
的
で
も
あ
る
市

け
比
に
ー
こ
っ
て
り
へ
パ

7
、～
T

J

キ

ぷ
v
C
5
2
7
p
r一
九
と
も
な
ろ
う

J

そ
の
際
、
古
史
乙
な
る
の
は
、

例
え
げ
た
J

止
め
水
産
業
仮
興
特
同
と
漁
協
の
川
一
札
校
一
そ
の
弘
服
f

い
う
引
問
題
を
考
え
そ
と
き
、
「
梨

杭
帆
」
型
社
会
資
ぶ
と
「
結
束
」
型
モ
会
資
J
A

の
託
A

ぬけを
U

か
に
同
ゐ
か
、

／
い
よ

f
」
と
で
あ
る
τ

凶
り
ふ
で
い

χ
ば、

ア
メ
〆
予
ウ
刊
＋

ネ
ソ
ト
円

l
ク

（
烈
判
明
L

型
社
会
資
本
に
一
初
当
。
ス
イ
ス
ノ
ー
と
動
く

N
P
け
そ
ボ

7
〆子
J

マ
泊
致
、
「
H
A
い
J
る
投
票

のノ点ん品市

と
タ

y
／
す
ト
ン
ゴ
型
社
会
資
本
へ
「
結
ん
い
」
型
利
之
資
本
に
日
担
当
川
例
え
ば
、

川
J

布
一
会
、
漁
協
u

手
を-, 
る
し

Hi 
うJ

る

か
じ
結
行
し
、
異
な
る
世
田
を
ま
た
い
と
協
健
事
長
じ
巷
L

む
さ
せ

地
縁
、
市
民
刊
会
、
一
氏
府
ど
の
山
市
小
叫
ん
民
間
係
の
な
か
こ

仏
い
一
対
需
を
惟
ル
ー
さ
せ
う
る
か
と
い
う
こ
と
と
あ
る
。

こ
の
占
で
、
問
界
銀
行
の
マ
イ
ケ

λ

・
ウ
ル
コ
リ
ク

1
Y
F
T
f
l
ハ
・
ア
ヲ
中

J
M
m

張
せ
る
「
共
同
刊
半
世

こ
型
社
会
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資
本
仰
向
江
川
河
川
県
来
深
い
彼
っ
け
は
‘
引
い
ハ

X
C’
－
－
代
以
降
り
忙
界
同
一

f
の
買
困
夜
泊
．
川
繁
政
需
＼
の
ぷ
H

J

み
と
い
－
E

丈
旅

で
ζ
土
直
久
子
・
／
バ
ト
ワ
メ
ノ

l
d
w
h
勺
た
ヴ
よ
ソ

1
5
売

hワ
d
r
e
、

弘
元
町
れ
与
え
4
1
J
M
，
二
人
ワ
～
ド
廷
は
、

r
h
京
・

A
R
業
d
L
ん

y
e
l
，
d
M
h村
」
以
内
代
宇
hMrH1代
海
の

Jnd王
山
市
h
l

中
出
止
で
・
♂
占
斗
ハ
油
引
け
プ
埼

1
・ソ
J
チ
J
M
e
t
z
－1中
目
人
さ

rれ
』
れ
る
」
、

’
貸
与
へ
出

「
投
資
’
仁
、

駅
舎
在
ホ
は

K
P附品
γ
－h
’
b
l
k・ぷ止ハ
L
T
y
o
l
力
抗
羽
山
R
．L
I
J
t
d市
庁
初
白
、
恥
J
k
u
O
九’
hv
．
し
た
リ
イ
つ
γ

長
ぬ
け
e

町一
i
h

－
－
－
y
n
cス
ヒ
主
主
，

J
叩
プ

u
t
uへ
で

．
M
骨
帆
刊
’
骨

”
：
 

「
I
J

ホ
本
ω
町
一
じ
鈴
争
胤
て
刈
・
イ
町
一
ひ
l

l
サ
な
R
J
t

J
．
政
1
・
的
事
L
r
・1
丸山引
J
必
定
的
二
す
巾
%
と
金
乙
・
、
と
c
R扱
戸
、

ザ
イ
ン
ノ
，
タ

，・

1
ド
廿
凶
内
．
4
ヲ
パ
－
f
J
ス
止
市

Jえ
村
守
ゾ
C
グ
ラ
ム
」

十

l
J
，
プ
、

の
V
f
？
4
・
，
一
ド
叶
、
ズ
’
o
hヘ
ハ
ザ
ァ

q
rぺ一同・
5
、
い
／
w
，

山町・・
hh」
リ
在
京
の
ド
】
Fh
．
ハ
ト

選
，
七
時
会
直
烹
じ

t
l
E
1
p
o内
清
’
z

．
令
注
〈
．
骨
格
的
・
品
v
r－
刑
な
テ

2
5
－yγ
ー
の
U
X威
、
需
用
的
・
門
会
税
制
的
令
ず
ぺ
4

4
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ス

U
F
A
山
な
ぷ
滋
主
吉
du

小一阿・
h
Z
7・
－
一
国
－
慌
の
こ
ら
J
H
H
4
4
2
h
M
d，

z

込
ン
h
ハ
制
際
的

L

リ
－
〆
え
・
ウ
ム
」

”を

l事
為、
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は W》
、実
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リ
1
・
、
引
利
，
ゅ
に

l
耳
’
P
A
な
い
吊
盤

v’P
M
’
f
t鳩
・

r
k
J叶
哲
三
－
h
k

告
し
ず
広

z．
‘
削
川
市
d
c
h
ろ
劃
府
内
忙
与
が
JHt小
か
ら
タ
ラ

K
4ま
九
w
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N
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i
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オニム
ω
J
M
U

（
仰
い
に
よ
っ
て
、

兎
え
な
い
人
F
ち
を
代
表
「
る
人
た
む
へ
J

補
’

E
と
れ
な
け
れ
ば
と
九
な
い

J一
い
う
原
則
を
き
一
号
に
三
け
人
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と

そ
の
こ
こ
に
よ
っ
て
の
み
、
持
方
・
組
織
の
分
校
も
可
持
マ
あ
ろ
へ
二

？＼ 

人
が
あ
ら
ゆ
る
公

〉

J

ν

1
ノ

J
U

1
j
J
4
 

刀共
~.＇の
;;i * 
出柄
-j iこ
る Jコ

とて
が有
"C tt 
会 て戸
」、必

よ走
行RFe 
Lーを
レ J
し て 〉

行 J ー〕

・c 
句作ム

「よ

け
れ
LI 
し、

I) 

な

で
戸
ん
は
ー
も
機
能
づ
7

U

は
ず
ム
な

h
y
ィ
ク
ン
2

っ
ン

「
肖
ι
T
1本
来
流
構
一
は
、
高
J

荷
の
叡
担
－

）
と
す

y
l
リ

l
ク
を
巾
校
じ

ドヘ

t
，
、
九
、
清
一
局
川
市
原
了
心
発
電
所
以
峰
山

の
「
人
同
一

の
珂
刈
仙
沼
じ
知
菅
を
出
し
同
前
払
同
法
会
一
一
不
峻

L
、
市
内
性
と
品
誌
知
の
狭
同
を
つ
な
ぐ
た
め
に
諸
組
織
が
連
培
一

L
〈
い
お
っ
と

る

じ
と
写
辺
、

九
円

イ
け
越
と
い
っ
た
地
域
品
工
八
件
J

、
求
め
ら
れ
る
は

東
北
、

中
部
、

－

J

P

一、、

t
d
d
r
 

院
束
、

r叩川散、
中
川
、

pl[ 

1+; 

刻
一
は
大
き
い

十
円
土
未
土
機
管
」
は
、
科
学
的
専
門
的
パ

i
メ
ベ
ク
テ
ィ
ブ
を
豆
沼
し
つ
つ
も
、
行
政
ベ
企
菜
、
あ
る
い
は
市
長
村
会
の
現
場

感
覚
、

r大
切
に
し
つ
つ
会
災
／
悩
興
干
減
災
に
つ
い
て
珂
慢
す
る
～

j
二
一
努
め
、
雪
地
の
人
び
と
に
と
っ
て
の
一
ュ
長
一
ガ
パ
サ
ン
ス
の

あ
い
JhJゃ
ー
山
慎
一
々
な
機
会
を
民
、
ズ
ァ
コ
融
よ
九
州
d

発
信
し
、
ド
ノ
＼
ι

政
的
段
悶
ど
け
で
は
悶
黙
な
い
河
川
外
山
有
識
タ

ι内
在
克
交
検
、

海
外
の

安川復興・域災ク）政di付金千二

研
究
苔
〆
的
、
ネ
y
ト
ァ
？
ハ
ノ
の
川
町
他
山
な
1
こ
も
行
う

Jr「
に
手
術
的
規
rft

か
ら
政
府
十
社
会
に

こ
の
で
つ
に
「
占
］
p
h

円
未
い
に
機
構
」
に
は
、

向
け
一
よ
A

止
、
k

有
効
な
政
策
的
二
一
一
峻
を
な

γ
つ
る
機
構
で
あ
る
ご
と
か
期
待
さ
礼
る
の
で
あ
る
一

ま
た
、
「
fH年
上
半
機
構
一
は
、
扱
う
問
題
ド
ア
待
ヴ
え
な
し
の
「
人
間

内
問
州
単
一
で
あ
る
が
ゆ
よ
ご
い
、
学
的
以
外
の
多
く
の
凶
什
伴
内
γ

組
織
と
述
襟

L
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
問
、
よ
ば
、
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
、

f
出
同
一
＋
ぇ
誌
、
高
齢
者
福
祉
な
と
を
行
行
事
長

体
等
と
の
法
法
ぃ
M
d
必
変
と
な
ろ
う
一

U

ま
た

J

タ
阜
の
ノ
＋
段
。
m
l
壊
な
ど
じ
絡
む
よ
品
川
市
右
濯
を
め
ぐ
る
向
日
時
や
家
墜
設
山
と
七
域
協
に
山

司
法
書
士
協
会
、
会
社
復
夙
と
会
一
ル
土
会
税

m
k
r一
京
、
ヘ
同
e

金
銭
喝
係
円
相
談
し
ど
弁
論
士
会
、
法
テ
ラ
ス
マ
い
い
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
l
会
と

い
わ
ゆ
る
一
f
I
」
の
会
レ
一
の
神
一
燃
が
、
火
仏
司
山
叫
吋
～
い
か
な
る
オ
ベ
レ

l
ン
ヨ
シ
JE
北
り
得
ブ
色
町
MLt
日
常
的
に
検
討
、
準
絵
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〔

M
刈
J

｝

J

て
お
く
必
守
～
も
止
め
る
一

壊
れ
か
け
た
人
湾
関
係
の
な
か
尺

i
h
v制
す
る
険
民
主
」
の

p
k
i
m

些
～
を

へ
と
つ
な
ぐ
あ
ら
中
る
惰
誌
は
、
一
」
A

V
と
イ
ン

フ
「
マ
ル
－
不
ゾ
ト
ワ
ク
を
介
し
仁
川
ポ
ド
ト
頃
広
く
収
抜
、
一
介
軒
さ
札
、
／
j

法
起
こ
る
で
あ
ろ
へ

J

ノ
、
震
以
外
可
に
没
す
こ
る
必
安
が
あ

る
。
そ
、
っ
し
丈
埼
報
の
北
、
ム
判
と
、
縮
問
慢
な
取
持
シ
ヤ
〈
「
J

ム
の
構
築
は
、
減
災
の
刑
制
し
イ
な
る
で
あ
ろ

7
“
自
刈
同
相
川
内
情
築
を
均
成
！
一
ヲ
P
Q
A巧

叩
刊
の
や
り
取
り
は
‘
そ
れ
内
体
が
「
科
目
つ
く
り
一
な
の
さ
あ
る
n

地

R
R
r
rド
本
「
は
、

い
つ
誰
が
被
災
す
る
か
分
か
ら
な
い
に
「
山
中
身

で
や
り
取

υノさ
h

汁
る
停
戦
は
、
り
J

誌
省
政
治

の
は
は
花
川
町
市
門
件
と
政
治
的
パ
イ

γ
人
に
れ
岳
民
斗
ー
を
件
と

り
て
半
ド
起
戸
」
っ
一
七
場
合
～
、
川
和
抑
止
地
の
一
山
崎
べ
！
日
〈
の
戦
附
」
を
駆
動
さ
せ
よ
う
一

以
児
た
、
市
民
的
パ
ワ
ー
一
ア
p
t
ャ
一
百
午
Lふ
LT機
喝
の
上
、
つ
な
ネ
ノ
下
、
円

l
ク
官
、

同
閣
の
，
「
一
一
」
組
織
的
な
似
肉
料
」
一
ス

フ
イ
ー
ブ
ン
ン
ロ
ン
／
ソ
ン
～

と
し
に
ー
政
vE
の
よ
う
」
に
地
域
の
一
肌
涯
の
巾

ι柿
え
詰
ま
れ
」
ミ
！
と
ふ
ぺ

叫
同
氏
し
と
い
目
玉
！
一
義
」

ニ
メ
モ
」
て
L
P

ご

は

ιしず
lp
一
文
阪
屯
さ
れ
よ
行

D

一
メ
午
」
に
は
、
そ
れ
が
向
か
う
べ

2
光
を
次
の
よ
う
に
指
し
ず
し
て
あ
る
一
日
中
川
最

J

U

小
手
な
け
い

γ
占
を
探
り
J

一
て
、
川
間
不
川
市
に
手
や
希
望
を
奪

u
去
ら
れ
」
で
？
ζ

す
ノ
さ
と
も
の
氾
く
即
1
7
の
ー
ヂ
Y
相
t

段
六

｛

S
E
E
P－
か
ム
オ
る
ム
ロ
ぷ
的
己
政
ザ
セ
形
戎
の
嶋
ι
A
一
民
工
し
的
ド
運
μ
1
1

〕
、
被
J
一
九
地
の
へ
J
ほ
の
あ
り
ト
々
が
十
町
右
「
る
重
要
な
決
定
の

協
に
は
、
総
災
者
の
代
衣
（
仮
設
作
石
弘
位
、
学
三
肖
位
主
で
）

の
怒
川
が

E
安
で
あ

L
Z
あ
ら
ゆ
る
主
此
で
苦
言
r

ユ
ち
主
状
態
に
匝
か

れ
ど
被
災
お
に
と
っ
て
、
回
、
長
は
達
川
存
在
一
、
L
A
μ
な
い
こ
と
を
十
分
認
議
し
て
お
く
必
要
叫
ん
あ
F

一ω

復
旧

復
興
の
准
肢
と
と
も

に
、
午
7
1
W山
静
か
に
没
透
し
て
打
く
で
あ
れ
ぺ
一
、
）
技
術
崎
専
門
祉
誠
に
年
民
の
ボ
ト
ム

γ
y
プ
型
汁
請
い
よ
っ
て
特
貫
性
を
担
保
さ
せ
る
と

の
じ
も
こ
の
山
J

は
極
め
て
車
阜
、
で
あ
る
一
と
川

草
木
一
例
比

ハ
月
の
日
木
政
治
学
ノ
ム
研
究
大
会
へ
於

丸
山
川
l
ニケ」

企
川
一
政
治
ぺ
J

の
百
室
汚
染
｜
｜
新
人
人
長
謀
援
に
応

'j 

と
ム←
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、九戸、

仙
台
回
の
関
係
島
付
に
は
心
よ
り
感
謝
山
川
し
し
げ
る
一

ま

"i' 
すFミ

に
お
け
る
戟
芦
を

日
早
川
叫
笠

l

d

b
〕

i
v
m

の咋
ιpmヴ
QV

:i 

九
早
川
門
学
研
究
費
嗣
助
笠
・
基
盤
研
究
（
仁
）
立
会
資
rA

’
信
料
‘

Y
L
パ
ウ
メ
ン
ト
の
政
治
宝

1
1
1
ア
メ
リ
カ
・
イ
ヤ
川
ゾ
ア
比
較
在
中
心
と
て
一

ん
州
究
ハ
げ
よ
れ
者
・
川
州
洲
一

の
研
究
成
果
の
話
て
も
あ
U

安川復興・域災ク）政di付金千二

H
本
！
十
十
空
宇
レ
一
四
回
生
に
官
7
4
r

ら
れ
う
指
紋
金
は
、
河
J
f
A力
倒
、
角
ぅ
一

1

占べ
ldJJ
で
J

川
刈
付
加
配
布
状
況
か
公
表
さ
れ
て
い
る

表
按
む
ほ
一
円
二
年
八
月
a

五
じ
現
在
で
一
〈
川
、
九
皆
目
、
ニ
の
う
ち
一
子
九
六
意
同
い
か
円
治
体
に
川
西
ふ
り
わ
h

」
一
日
比
五
判
問
、
一

C
二一

汗
ヘ
司
一
四
日
付
一
υ

た
ど
、

γ八
伐
に
J
b
婚
し
み
こ
詐
付
金
山
仰
ぴ
恥
～
で
し
る
の
包
事
実
で
あ
る

J

井
川
村
ム
忙
の
使
途
奇
声
む
－
日
報
公
問
、
間

体
E
体
り
財
務
町
市
青
な
ミ
ペ
、
掩
霊
安

Y
7
0
y
h
t

測
点
べ
吉
村
文
化
の
い
す
尺
喜
一
目
指
い
す
口
ド
ブ

p

d

l

f
ン
シ
～
限
会
一
eq
京
）
は

h

inh喪
主
長
仁
は
自
じ
の
長
い
収
り
紺
λ

力
活
要
υ

支
絞
己
ご
れ
か
お
う
U
T

走
場
で
、
直
え
に
よ
V
の
慢
強
之
伝
え
る
消
長
に
わ
心
を
入
れ
る
こ
と
が

ベ
事
ど
L

〆
読
売
祈
問
、
一
口
一
午
八
月
一
回
目
付
一
ー
と
指
山
惜
し
て
い
Q

〈

と
こ
y

万
三
、
れ
ま
で
約
一

u
u
l一
か
な

j

デ
ヲ
ナ
一
認
定
百
F
O渋
ー
へ
や
増
や
し
て
慎
川
村
主
化
安
保
山
か
け
る
た
灯
、
一
口
二
午
ヘ
可
成

斗
し
た
、
税
引
傑
浪
措
詔
一
を
生
じ
込
r
九日～改！
H
K
F
O法
後

押

i
気
J
Z
て
、
「
百
九
日
ム
十
大
一
品
一
一
梗
丸
心
M

札
者
ら
が
す
ち
上
げ
た
戸
、
ラ
シ
テ
ィ
マ

直
拭
ょ
が
、
次
々
と

N
U
O法
人
格
号
取
刊
し
て
い
る
一
行
主
了
、

h
M
F同
以
内
一
日
小
ご

N
F
G
仏
人
格
を
申
請
、
工
、
一
丘
団
也
の
う
ち
、
二
札

ま
で
一
八
団
体
か

N
V
O江
人
格
安
取
得
、
三
一
一
秩
H
祈
潤
、
一
つ
企
八
月
一
八
H
河一

一2

一
転
夕
、
東
北
口
本
的
「
快

F

－n
」『
vv
旬
、
ん
る
人
』
第
釦
君
、
刻
湖
付
、
一
口
二
平
問
司
な
と
存
お
出
c

二
三

H
ヘ
TJJ情人民議ー氏一
H
京
犬
渓
災
対
抗
同
九
一
民
民
会
税
引
い
～
地
設
の
沼
町
ハ
ゲ
ア
シ
ド
・
デ
ザ
イ
ン
汁
科
会
」
品
一
川
門
ヘ
ヰ
北
ヘ
一
ヘ
）
一
一
年
同
月
一

七
H
議
院
）
へ
の
抗
出
メ
モ
ハ
以
下
「
メ
ー
一
ー
と
略
記
一
に
は
、
こ
の
内
モ
以
ト
の
主
ろ
に
符
コ
ム
ト
ペ
υ

「
検
見
苦
立
川
良
好
カ
王
略
的
仁
と
の

m
Aふ

さ
と
お
し
み
え
一
長
ム
打
川
記
憶
に
と
ど
め
、
地
山
内
の
歴
史
的
沼
山
や
る
i
K
4
コ
～
一
く
換
期
碍
円
建
r

カ
日
品
さ
れ
る
べ
き
で
的
合
リ
化
者
じ
一
市
中
い
、

現
状
を
設
い
峡
ふ
さ
、
そ
れ
で
も
な
お
宋
来
ヘ
レ
一
世
し
山
て
っ
と
「
る
吊
望
的
思
い
を
限
、
人
者
一
人
一
人
が
I

七
笠
じ
刺
市
川
人
一
む
、
将
末
へ
と
配
信

子
一
つ
な
ぐ
〔
仮
件
｝

R
戸
時
点
刊
に
と
ム
w’
抗
さ
れ
る
よ
う
人
込
山
主
の
惇
丸
＼
］
荒
川
代
地
域
、
件
見
d
問
で
？
に
サ
問
や
か
け
て
4
7ノ
ズ
丸
ソ
れ
る
べ

、さ
J
U
よ
尚
之
ペ
」
っ
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7

2

読
売
転
席
、
と
一

H
J
J
司
有
H
H川
主
T

一
、
↓
一
桂
川
の
矢
日
開
幻
付

1

同情ノ
b
H
の
ム
刈
ト
J
K
F
ε
也
慢
の
遊
縫
所
に

μイ
ヲ
ヒ
む
な
い
リ
相

馬
流
れ
山
ハ
県
日
新
部
、
一
コ
一
一
年
七
円
日
付
一
は
、
被
礼
者
刀
、
レ
恰
そ
察
す
る
に
ん
’
み
あ
る
υ

一
日
一
「
人
工
を
天
い
、

f
れ
を
ほ
は
｛
。
治
業
か
4
bョ
ト
引
か
士
山
く
人
た
ち
も
い
る
だ
ハ
）
子
ー
こ
も
J

ケ
拘

f
p
o
y
し
ご
さ
肢
は
、
勤
め
f
九
士
求
め

て
別
の
土
地
ヘ
持
っ
て
φ

〈
詫
性
も
高
J
r

…
王
際
〆
FL
の
動
え
は
知
在
止
じ
て
い
る
よ
う
な
の
で
同
内
の
他
の
！
氾
域
よ
川
子
う
に
早
く
高
齢
化

が
進
む
」
ハ
内
村
件
哲
一
い
ま
、
地
万
で
い
也
き
る
と
い
、
：
－
ヒ
ミ
シ
プ
、
析
、
じ
内
、
一
コ
ph’
t

一6

一
校
神
ト
人
以
出
火
の
夜
武
生
活
を
伯
ら
情
－
二
、
い
河
内
の
が
勾
川
川
町
樹
立
何
一
強
打
山
と
抽
出
石
ζ

も
戸
わ
れ
た
吾
川
叫
乙
布
の
川
な
L
f
h
h

が
夜
怖

打
数
却
で
の
る
コ

h
年
習
で
自
殺
が
き
め
一
一
一

1
3
一
つ
刀
月
を
経
た
毒
ハ
ん
も
7
A

つー刀
J

た
コ
比
日
例
は
事
h
t
六日活か
ALη

升
3
一
一
も
り
、
羽
d
そ

り
に
な

G
4
と
ゼ
）
生
八

ω能
試
ん
き
は
『
尚
悦
な

j

一
殺
』
と
H
U
呼
ば
れ
れ
J

に
ほ
沖
の
仮
誌
で
の
の
ケ
ア
奇

ι。
と
精
沖
科
医
ら
は
、
ム
7
巴

の
被
叉
地
を
？

t
y〈i
小』官位、
1
1
Z
V
ム
他
ヘ
J

守
ご
支
援
へ
柿
惜
し
と
津
川
病
院
2

兵
庫
昭
一
回
｝
一

r

の
長
…
川
古
史
院
長
は
一
生
出
保
護
ヰ
は
げ
れ
／
＼

μ
い

殺
J
T
は
す
荷
い
に

1
ぜ
っ
日
比
北
人
と
A
E
J化
財
A
K
M

寸
ノ
キ
一
向
同
日
に
町
、
一
ん
U

山
ぷ
人
が
目
立
ム
、
母

4
0
1
こ
ろ
L

刀
、
九
去
を
μ
u
J
3
L
ニ
ヤ
〕
さ
え

『恥

h
t考
え
る
傾
向
が
強
い
。
ら
叫
ん
怪
b
行
け
φ

レ
身
の
健
寝
相
談
所
要
早
b

b
藍
備
す
て
誌
が
し
y

訴
え
る
」
へ
本
田
正
送
「
L
作
品
一
川
県
キ

見
守
ろ
っ
t

読
売
笥
聞
、
↓
一
心
年
八
月
一
一
戸
村
、
ご

一
寸
］
き
こ
2
0｝J♂
三
月
一
己
主
主
え
と
へ
二
、
Hmu
去
、
之
さ
で
ム

5
5
2た
へ
と
町
三

Z
1
4
J～o浄
方

言

2
2
J
Z
c
ヨ
々
定
己
匂
当
ロ
［
山
形
治
汁
訳
コ

メ
ワ
カ
大
部
け
の
比
」
J
U
P

鹿
島
出
版
会
、
一

C
一
つ
年
、

N
O
四
良
一

一
品
同
？
と
比
七
叫
小
説
［
t

刷
出
ぷ
害
二
ハ
一
一
ー
ハ
頁

J

り

一G
L

主
主
同
市
｝
む
［
引
指
訳
書
、
一
斗
じ
自
｝
日

一V
M
一
見
。
プ
屯
A

『）

γ
J
エ7
d
E
J
時
へ
～
台
、
え
た
「
己
主
主
芝
、
ー
た
「
〈
沼
山
、
ミ
伊
ヘ
コ
と
ヲ
ム
ミ
叫
ミ
ミ
ヨ
旬
、
ミ
ン
引
き
か
よ
ど
同
？
に
ぐ
一
で
一
一
三
宝
C

一
之
〕
ヂ
ャ
1
5
J命、
d－一｛『一一三ミ丈一三

日d
E
y
r
凶
若
山
何
回
情
説
－
引
い
JJす
る
只
土
二
丘
町
1
1
T
μ
収
、
一
コ
、
二
年
｝

｛

HH「

7
2
η
7
h
M
L
4
旬一
O
石町
dコL
h
r
d
L⑦
羽
司
切
牛
t
L

叶
fh
泊之。ミヘ凡同誌、
r
u
h
ミムミ～寸
M
R
V
P

：
へ
守
』
JLn
ミ
p
p
h
、全部、、

3
3
J
Hミ
L〉

Z
Z
A勺
J
4
2
7

吋山知万一向
J

F
J
5
守
口
、
竺
「
山
之
河
清
・
北
品
川
1

い
一
行
川
あ
つ
み
3
一
同
「
戸
市
一
の
産
叫
ん
分
k
嶺
玩
霊
長
一
一
、
一
ー
一
ん
一
正

3

一回

A
K
丸
山
長
い
ふ
勺
半
L
段
階
i

＼
「
H
城
県
は
水
産
長
夜
間
ハ
ド
仔
片
い
と
し
＼
権
高
が
1
ほ
数
J
じ
て
い
る
沿
岸
漁
業
へ
の
民
間
主
宰
の
怠
入
を

打
ち
出
し
h
L
A

世
緋
者
が
い
な
い
ま
ま
高
齢
に
が
進
む
地
冗
渦
主
に
、
ー
ん
間
約
資
全
予
知
恵
小
川
町
び
仏
む
の
が
自
い
だ
｝
漁
協
は
よ
7
1
て
い

る
が
、
打
井
主
治
iM弔
は
強
い
H

意
訟
を
一
八
一
L
ど
こ
心
へ
た
w
叫
ん
民
村
壬
サ
凡
町
出
持
区
で
は
、
泊
J

」
は
逆
境
川
比
四
化
を
訴
－
、
心
へ
誌
制

ω
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安川復興・域災ク）政di付金千二

所
有
門
や
む
七
地
人
の
戸
地
利
治
守
口
制
限

L
、
市
町
村
な
ど
が
一
定
期
間
管
迎
し
て
民
設
前
↑
慌
L
、
ぃ
l

地
」
て
配
汀
B
ヲ
る
」
い
つ
串
A
f－O
L

人旧叫鳴戸、

一
羽
子
的
な
農
業
1
日

ι討
す
与
え
が
i
什
に
あ
る

cik
口
桁
認
、
二
べ
二
一
平
六
月
九
円
付
一
。
」
広
三
、
村
川
知
事
と
円
句
、
ノ
タ
ピ

771l記
事

川署
AT業
選
択
と
長
中
む
新
モ
y
y
N
作
。
（
「
1
ン
タ
ピ
コ

l

守
、
心
不
乱
ツ
め
て

K
日
本
人
民
代
人
／
斗
十
ピ
ニ
j

〆

初

U
新
問
、

一
口
一
一
年
一
月
八
に
ど
も
、
子
一
円
片
に
悶
し
て
同
昧
漆
v

一
日
一
夜
ロ
レ
ム
大
震
災
了
一
は
、
必
品
叩
山
一
川
網
一
ザ
ブ
ソ
1
L

一
、

J
1
r
J対
さ
わ
＼
、
企
業
抗
生
時
活
動
一
に
大
き
な
打
撃
本
与
、
た
に
二
心
一

一
年
院
バ
v
p寸
次
世
治
財
政
お
吉
、
松
市
財
政

U
Z）
は
、
、
判
略
。
ト
へ
ん
ι需
を
出
心
、
一
間
的
一
い
川
口
大
な
ど
か
ら
の
詞
竜
一
日
h

ノ

符
え
ム
ア
8
3
か
山
て
、
影
響
は
早
期
L

鮮
消
さ
れ
と
と
分
析
、

J

て
い
る
コ

f

中

略

付

高

円

台

刊

L

比
べ
f
h

一
司
い
人
件
貨
な
と
か
L
F

且
－
に
、
た
企
業
が
海
外
調
達
完
増
や
す
町
向
は

J
人F

引
か
A

之
容
ま
っ
て
い
守
ω
に
ゴ
＃
ば
「
ご
う
し
た
的
さ
が
り
目
が
る
！
と
、
囚
内
の

q
＃
活
動
に

ト入、九八一と
fbvwu攻
及
ぼ
す
一
に
警
戎
日
J
h
f

一H
A
q
」
「
読
売
新
聞
、
一
ヘ
J

一
年
二
月
一
日
付
コ
ご
ノ
1
た
野
山
念
寺
払
拭
す
る
亡
の

1
h
旭
叫
な

は
策

1
対
応
元
y
b
J
J

十
る
一
ぶ
陥
包
は
、
ニ
山
口
を
次
の
工
、
ノ
い

λ
ノ
ロ
？
の
乙
地
」
叫
に
互
支
が
集
積
し
て
L
だ
い
均
台
、
ロ
技
れ
に
害
与
で

い
コ
だ
ん
主
告
が
改
版
さ
れ
る
L

3

ぺ
体
的
に
は
景
山
慣
が
再
生

F
？
ぽ
い
V
1
能
性
い
ず
あ
る
ご
と
で
あ
る
ー
一
！
一
山
i

略
〉
在
業
崇
援
の
消

小
は
、
マ
！
ン
：
ル
か
注
「
ピ

L
た
、
接
指
口
体
が
生
み
山
ァ
企
米
叫
抗
手
力
企
冗
ト
さ
壮
、
被
災
杭
の
判
口
語
的
～
眠
時
ハ
を
よ
り
虹
し
く
す
る

L

か
し
こ
の
問
題
は
来
内
臥
、
九
》
れ
云
い
わ
け

C
止
な
L
つ
日
開
問
、
予
や
お

F
の
一
一
一
日
出
築
に
よ
っ
「
、
結
託
勾
キI
）
主
業
l
一
と
コ
て
也
ん
あ
一
心
い
花
見
叫
し

し
、
集
む
が
判
復
し
て
く
れ
ば
、
再
刊
集
結
効
柴
元
品
川
九
九
h

始
ぷ
司
令
｝
み
と
っ
た
」
し
れ
ば
巨
律
的
復
興
が
軌
道
に
註
乙
っ
保
闘
ハ
り
た
め
の
批
判
時
」
。

札
に
も
！
と
づ
く
適
切
な
政
示
が
求
め
v

り
れ
る
所
以
で
あ
る
一
（
流
財
也
「
7
川
町
長
葉
桜
菅
H
の
民
幸
之
」
読
売
背
部
、
一
一
二
立
叫
月
一

六
同
村
一
。

一
日
一
一
段
品
残
土
内
戦
県
漁
溺
挑
沌
丸
山
ョ
瓦
ば
‘
次
の
よ
う
に
示
。
仁

1
2
1
J
、
判
沌
へ
の
安
若
は
あ
り
、
仲
間
と
「
吋
一
ワ
リ
マ
ン
こ
頁
れ

る
と
い
い
な
一
と
一
山
一
円
し
て
い
ま

L
お
ふ
ん
ι支
が
で
き
れ
ば
、
著
い
は
代
も
外
し
か
弘
正
へ
っ
て
主
て
コ
、
、
↑
一
ツ
ィ
斗
担
一
ノ
て
く
れ
る
に
4
7
9

え
た

か
ち
で
J9υ

昨
年
九
円
に
宮
城
県
山
川
井
i

暗
法
知
事
が
水
品
開
去
り
J

川
市
八
時
日
の
停
帽
を
什
ふ
り
l
げ
と
時
、
山
県
司
協
は
民
党
L
王
、
三
一
が
、

ι～ー一ち

は
「
こ
れ

L
か
な
い
一
と
習
い
ま
v
J
4
＼
滑
況
に
譲
先
的
に
号
守
、

ι
れ
て
い
る
再
来
濯
を
、
別
手
ヰ
勺
と
を
持
J
9
る
に
当
企
業

4
取
り
や
す
＼
寸

る
し
の
こ
1
0

勺
し
か
し
、
立
主
の
壁
が
あ
コ
て
述
、
で
L

ま
せ
ん

vm斉
摘
の
な
川
〕
7
h
q
弘
元
の
飴
業
主
が
出
さ
な
い
と
L

け
な
L

、
と
い

う
趣
旨
の
漁
業
法
の
呪
｛
止
が
あ
る
か
ー
で
す
－
：
占
略
一
：
持
同
で
は
治
交
法
円
規
定
本
外
す
述
、
企
業
か
tr給
u
u
q
b
一前～
F
h
l
干
す
令
市

む
川
己
資
宗
に
允
て
わ
れ
な
い
A
F
M

｝
F

一九

L
た
誌
を
有
仁
て
ほ

M

も
心
で
号
明
い
は
一
持
R
h
d
成
片

A

し
た
ら
、
桃
泊
い
か
新

L

漁
業
の
ン
、
て
一
山
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ル
に
と
Y11

ま
L
7
よ一

ζ

一
口
い
主
主
ヲ
か
、
今
は
漁
師
沖
問
ζ

の弘一旧
1
合
い
で
い
一
か
い
コ
ば
し
で
、
て
’
ま
で
vワ
サ
人
る
余
裕
子
か
あ
り
ま
せ
ん
へ
う
ま

く
f

吋
ん
ど
役
で
、
結
同
木
L
P：
：
、
「
ン
ン
バ
ル
に
な
っ
た
ん
だ

3

ヒ
田
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
一
〔
後
十
時
珪
土
人
才
ラ
け
j

才
〉
で
弘
ド
民
る
」

「
鴻
而
市
印
式
一
正
丸
に
む
H
転
問
、
一
ハ
〉
一
一
年
四
月
九
け
汁

J

H
「
判
明
論
に
は
、
同
一
転
す
ヲ
ヱ
ノ
二

l
ン
社
長
田
中
河
訟
も
、

弐
の
よ
う
な
一
文
ifT
寄
せ
て
い
る
c

「
的
制
2
F

ム
ム
比
衣
買
う
こ
と
こ
漁
主
拘
刊
の
お
手
伝
い
J
r
n
J
Q

活
動
を
一
パ
一
け
年
よ
か
っ
治
的
、
、
い
王
争
一

へ
川
路
〉
一
一
て
も
そ
も
漁
業
苔

ζ
工
法
み
を
和
一
ん
と
の
は
、
積
一
一
か
以
J

八
亡
く
な
っ
た
か
わ
で
す
J

－
－
〆
川
目
略
v

p

：
漁
朽
J
M
b

－
一
首
長

ば
か
り
で
、

urhれ
漁
協
も
な
く
る
ゆ
G
h
J
も
し
れ
な
い
句
｝
〈
印
時
～

e

泊
い
協
と
も
述
携
し
よ
ハ

ζ

以
い
り
紺
え
で
川
ま
」
3

0

中

略
、
で
も
、
述
慌
で
さ
丈
の
は
長
崎
、
定
段
、
高
川
山
、
協
井
な
I

七
十
九
、
六
位
片
山
口
加
の
み
で
L

た
な
ぜ
小
伺
協
っ
問
題
と

Lrh窓
υ

J

～
一
の
は

〈中）新
L
L
4
と
品
掃
け
る
ゆ
貰
校
が
小
さ
い
司
会
計
や
附
小
満
計

ιが
詑
ぺ
ψ
流
通
が
い
陪
紅
で
川
市
ー
業
者
い
利
低
Lγ
残
れ
に
〈
い
、
と
い

υ
九～干～
l
｝司じ

す

一

e

一
出
時

J

．－、寸4噌
F

く
な
戸
＼
f

」
も
池
～
協
は
陪
、
一
つ
巳
戸

ま
ぞ
メ
一
ピ
ン
寸
八
ス
は
4

J

v

ム
γ
、泊
γ

司U
4
阜
代
弓

γ

、」
J

一
e

e

、
由
町
U

e

、ι丘
八
は
マ

d

／
テ
イ
ン
ク
力
と
ヤ
…
M

、ιラ
引

υ
みの
ν
り」斗凶」す

e

へ
甲
略
＼

ー
州
崎
町
に
よ
け
ま
す
が
、
ミ
ム
の
店
に
。
団
内
結
ザ
ウ
泊
…
帥
か
ら
品
w
f弘
ら
込
ん
で
も
ち
う
ニ
と
も
検
討
中
ご
J
1
0

九
川
町
処
理
己
中
校
工
場
で
れ
う

て
い
ム
心
的
で
、
右
京
で
＆
各
合
、
き
ば
〈
余
裕
が
あ
る
ん
で
「
魚
心
咋
／
ズ
の
不
ぞ
ろ
一
い
で
も
い
に
部

rさ
ま
一
う
ご
漁
師
レ
一
し
て
二
主
刑
聞
記

約
し
、
取
れ
ま
〈
て
も
最
低
限
の
給
料
出
保
証
r
y
b
選
択
肢
も
設
け
る
叶
ノ
も
山
H

L

A
」
｛
院
中
U
N
壱

1

析
し
い
ば
業
、
一
杭
に
や
7
7
1

」
伺
1

一

新
問
、
日
前
）
っ

一
日
阿
部
力
新
お
お
一
円
九
柄
協
調
岬
事
止
、
漁
協
の
体
質
と
当
時
店
に
つ
い
守
、
次
の
よ
う
に
寸
前
、
こ
に
い
L
υ
J
X滑
川
功
一
一
件
主
自
の
阜
【
主
主
資
源
的

り
や
推
業
体
験
な
ど
、
組
問
氾
レ
々
も
付
ア
つ
け
ら
れ
る
漁
業
は
斜
山
憎
む
ほ
な
く
、
や
り
ょ
う
う
吹
か
陶

nuZ
い
の
は
し
〈
山
で
は
な
く
、
ゃ
れ
よ

ろ
な
の
が
一
一
四
事
げ
な
っ
て
内
側
？
見
る
と
、
漁
治
1
泊
剥
技
官
ヤ
川
町
合
同
へ
の
融
去
の
焦
げ
い
い
主
な
た
、
少
な
り
ひ

E
い
川
島
、
主
だ
、
と
し

へ
川
路
〉
一
一
世
持
能
ハ
バ
Jhf

出口わ」仁、

E

J

J

純
設
の
様
山
M，Am
一
章
一
ハ
リ
清
助
ム
て
士
山
口

L
Y、
七
九
」
／
＼
ら
i
V
4
J
J
H
4
十
八
の
刊
鐙
は
常
世
者
’
h
i
E

ど
J

同
漁
協
に
人
心
「

γへ
い
～
ー
一
組
九
門
員
は
、
新
漁
民
で
は
一
八
U
人

も

t
y

も
L

鞍
サ
主
と
し
て
い
た
人
口
震
弘
前
？
っ
一
ひ
っ
ヘ
ド
ユ
V
一
じ
ー
か
わ
ら
ず
、

船
E
持
つ
と
い
た
だ
け
の
人
が
援
え
で
枕
げ
た
と
い
う
『
と
ん
チ
つ
な

j

て
、
芸
品
っ
た
の
ー
も
は
、
つ
理
荊
η
あ
0
3
ひ
と
つ
は
、
治
去
が

問
自
目
的
h
i

－－
J

た司、
l
y

白
一
対
れ
ち
の
判
捺
三
「
る
た
め
に
剖
加
入
を
妨
げ
て
主
ナ
工
ま
た
も
組
汁
同
日
か
荷
1
－L
将
須
の
需
弛
を
や
り
と
い
と

い
コ
て
も
、
吾
、
中
か
な
い
、
な
ど
と
否
定
小
川
だ
ハ
T

一3

－
－
甲
略
）
－
：
む
う
ひ
と
つ
は
、
船
や
道
円
ハ
」
土
？
の
も
た
る
わ
に
初
期
投
資
が
あ
ま

円
に
も
見
出
、
な
打
、
技
術

JZAけ
い
し
ご
利
一
一
ゲ
ム
「
る
よ
う
い
な
る
ま
で
攻
守
か
か
p
f
二
一
と
だ
」
｛
司
印
心
一
川
叶
一
喝
で
は
な
く
、
す
り
よ
～
じ

（ ~i λ；；＋、学＇ 62 :':l・42，）示、u :zu12.n 



安川復興・域災ク）政di付金千二

初
H
執
刷
、
同
則

一
品
「
一
一
件
治
阜
の
え
化
の
特
哉
と
1
d
T
ス
掌
波
の
～
ん
ぴ
に
付
出
席
一
も
人
珂
と
を
れ
が
持
ム
ル
タ
己
主
化
カ
大
き
く
f
人
れ
特
わ
る
LPf

い
リ
九
日
批
件

か市
j

げ
ら
札
る

υ
か
J
F
U

、
き
り
卦
え
一
は
内
陸
ー
刀
ら
で
は
な
く
、

H
L廿
j
U
L
も
L

じ
用
方
ー
か
ら
の
況
E
油
L
h
m師
一
一
ち
の
交
刊
か
草
川
呪
い
れ
あ

け
、
よ
仕
や
信
仰
と
宍
h

移
ン
て
米
七
の
ご
あ
る
…
一
段
出
口
に
お

i
フパ
d
H
fい
の
校
内
夜
間
八
は

1

「jM
川
町
若
い
』
の
I

J

V
一
よ
コ
て
l
m
d
d
功
じ
な

い
こ
と
は
、
九
一
F
Mの
た
宰
波
い
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
児
わ
土
る
」
一
川
島
秀
一
「
津
波
の
ま
も
に
刀
台
工
づ
日
l
E
W
イ
J

タ
↓
ン
ヲ
？
ア

ル
、
一
円
一
一
－
午
、
之
、
八
丘
一

一U
H
N
Mの｝
E
R
H
J
2
完
山
詞
ぷ
～
抗
日
TUVE
〈J
ζ
h
三
市
町
、
芝
、
、
足
、
、
弘
、
ミ
ミ
ぬ
可
之
、
た
ご
と
M
M
H
J
h
？
？
と
お
山
刊
訂
戸
内
主
主
円
三
、
与
、
い
自
主
句
、
ど
も
守
之
、
之
島
町
同
士
、
と
ご
と
ミ
「

て乞ミ

r
p
Z
3－M
～C
H
r
F
E
t
c
c
r
q
d
d
c
cみ
で
三
日
［
比
〔
典
夫
訳
「
ク
リ
エ
イ
一
ナ
／
ブ
都
市
一
月
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
担
、
一
〈
リ
り
九
平
、

一
ム
一
良
一

J

一
日
一
汁
／
イ

1
ン
タ
ゾ
二
昌
じ
邑
民
1

「什

Y
1
3

一
コ
二
年
九
ヨ
号
、
、
白
－

一
日
一
「
犬
同
↓
注
用
ハ
J

ゆ
で
九
つ
く
り
科
長
会
議
内
赤
崎
疋
ヴ
の
j

元
一
の
ご
伊
よ
V
一
ー
へ
希
望
じ
向
け
て
の
持
拡
性
の
再
構
築
作
営
み
υ
デ
見
ご
取
れ
よ

、
ノ
に
赤
取
ば
い
つ
一
「
ム
；
い
判
、
震
災
伎
の
色
々
な
活
動
売
れ
叫
し
に
村
仁
志
仁
三
の
辻
、
次
の
一
コ
心
、
レ

r～
…
つ
ば
各
機
関
一
同
原

町
，
陀
刊
部
会
a

商
上
会
漁
沼

R
W訓
な
い
と
一
山
お
月
L

の
出
リ
」
2
7
3
が
コ
て
ま
コ
ム
h

一
〈
桜
花
し
て
い
な
い
と
い
ろ
こ
と
C
め
る
c
z
y
j

Jは
、
人
ー
か
U
R引
が
る
ャ
」
亡
ん
］
］
々

2
4白
tー
ー
か
生
ま
れ
位
二
二
ノ
一
吉
＼
一
｝
仏
ー
に
も
空
見
ζ

支
援
て
く
れ
乙
人
々
各
方
而
の
乙
J
h
弘ーにち一

時
に
は
マ
ス
コ
、
よ
も
ど
住
K
J
T中
L
i亡
し
と
繋
が

J

た
稲
川
日
必
ず
各
機
列
目
組
慌
を
お
カ
せ
る
は
ゲ
一
そ
証
二
－
、
と
も
に
よ
み
ち
ゴ
ノ
＼
什
ル
1d

て
い
く
た
め
；
私
た
ち
牡
民
は
、
阿
川
パ
九
L
て
も
回
ふ
り
1

げ
ら
一
Z

J

る
べ
き
と
感
仁
ム
Q
J

批
杭
す
る
ゼ
け
で
は
駄

41
ぞ
の
先
を
J
9
え
な
が
ら
ι？じ

一
致
団
結
し
て
L

へ
析
を
俣
刊
さ
叶
ナ
戸
、
と
出

1
」
一
ト
亦
崎
友
一
平
「
立
ち
が
る
被
い
？
に
「
れ
｜
｜
育
大
川
叩
夜
山
ハ
ま
ち
づ
く
川
住
只
人
九
百
訴
』
の

民
地
叫
」
一
世
界
一
（
〕
一
一
汁
八
寸
月
号
、
九
C
民
℃

｛
お
「
「
4
4
F
ノ
イ
止
、
よ
什

14快
円
山
下
、
ひ
い
て
は
刀
ミ
一

i
r－
い
伯
i
f

古
ら
れ
て
い
た
か
ら
ご
そ
さ
に
九
四
川
の
仰
で
、
氾
の
佳
品
世
に
枕
び
出

行
士
、
与
く
の
叫
d

J

オ
に
剖
J

1

る
士
化
カ
生
ま
れ
r
h

え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

7
1
3
、
資
源
問
布
ヤ
開
培
間
連
力
顕
在
化
、
J

て
い
る
点
代
し
お
い

て
、
再
庄
司
怖
い
来
”
と
い
与
八
聞
の
佐
川
み
非
旬
、
桂
出
効
率
円
、
絵
械
は
術
ど
汁

f
Jな
く
、
『
仁
川
化
』
と
し
こ
近
な
が
～
一
ソ
こ
と
で
、
俣
市
？
っ
問
し

ょ
同
し
て
し
し
か
な
け
れ
以
な
ら
な
い
も
の
ヤ
」
佳
子
わ
れ
る
3

－
－
甲
略
）
－
：
込
の
資
源
に
つ
い
て
、
開
発
力
保
認
か
」
い
つ
、
い
ず
れ
も
人
間

企
判
心
」
し
た
議
論
が
心
ぐ
っ
て

M
L
－
F

一
の
よ
う
な
と
与
勺
一
一
〔
ず
度
、
漁
支
の
原
点
で
あ
Q

〔
カ
ミ
か
ら
の
柏
市
h

ノ
防
）
字
叶
り

W

U

E
恋
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に
民
円
、
人
間
で
は
な
／
、
村
が
所
’
旬
、
e
る
込
か
ら
ず
、
人
間
が
池
山
手
通
し
：
授
か
る
の
い
ト
一
と
い
う
お
え
か
た
」
守
f

レ
、
い
く
と
F
ぱ
、

m
p
Y
リ
人
化
に

つ
い
ご
判
九
一
な
告
げ
原
作
キ
鳴
い
守
、
ノ
料
品
に
ろ
う
と
雪
力
れ
る
」
「
川
島
秀
一
、
前
掲
吉
、
一
パ
七
円
）

一
幻
一
ス
↑

A
1
ブ
ン
ン
ン
ソ
／
は
、
ジ
一

1

／
a

ジ
一

1
ヲ

7

f
、
つ
敬
察
、
ご
一
苦
情
一
起
の

4
f口
iv
お
け
る
情
報
不
ト
ワ
1
ケ
比
介
ヘ
ベ
し

肌
理
の
桐

j

デ

uも
の
で
、
向
次
字
芭
が
剣
先
q
y

匂
こ
と
ιケ
可
能
、
う
る
」
戸
川
市
3
2
7
r
z
c－
円
、
ミ
占
化
ミ
ミ
コ
ミ
コ
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
工
u
ミ
ム

Z

P
E
R
C
H
5
2札
rftN円E
5
2め
J4MJVHvn

出
日
開
宮
内
子
日
三
日
一

υセ
一
五
弓
一
rF
形
浩
正
一
孔
笹
宗
一
ノ
フ
ト
パ
／
ク
・
パ
ゾ

P
J
ン、
Jグ、

一
O
C
N年
、
一
行
戸
一
頁
ご
論
ド
し
に
い
心
〈
シ
ロ
ザ
ソ
／
に
よ
れ

μ
、
こ
う
し
れ
一
前
九
先
廷
に
P
Q
ー
一
巳
刺
繍
ス

γι
占
寸
旬
、
ヱ
可
ノ
ン

Y
網
ウ
ツ
！
と
リ
l

L

l
ゲ
ル
は
枯
出
の
で
暗
に
、
グ

1
ヴ
ィ
ン
ー
シ
ス
キ
1
パlm
九
日
叶
の
附
の
叶
紋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

4
註
て
取
て
い

。

主

主
4

問
、
与
［
F
M

川
持
訳
比
円
、
一
一
五
円
ご
二
そ
し
て
、
ニ
れ
ら
に
士
吉
柑
「
る
の
ば
い
九

ω特
俄
で
あ
る
と

F

ン
ゴ
ソ
J

ソ
／
は
い
う
…
て
れ
ふ

は
中
一
円
出
買
い
ト
ッ
フ
へ
1
1
m
J
f
は
と
く
、
比
絞

umバ
刀
な
要
素
」
て
十
八
回
単
に
償
う
こ
と
で
閉
店
内
J
r
解
浜
、
す
る
ム
ム
て
九
は
だ
ト
ム
F

J

フ
ン
ス

テ

f4rあ
ハ
＼
ト
y
プ
タ
ウ
t

で
は

3
ぜ
置
さ
は
ト
か
ら
く
れ
ー
も
い
〈
技
ほ
可
に
言
、
ハ
ば
、
守
れ
ら
は
複
仲
立
追
わ
／
7
パ
一
寸
ノ
ム
で
乾
早
行

動
を
一
小
し
ご
い
る
、
こ
う
し
れ
い
ン
ス
ザ
二
で
は
、
一
つ
の
ス
L

つ
i
ル
に
宿
る
エ

i
ジ
て
ン
ト
が
、
一
つ
卜
の
ス
ケ

i
レ
で
同
点
ら
れ
る
ふ
る
」
広
い

を
削
り
州
ヲ
f
リ
品
川
町
T
E土
庁
る
ご

W
F
市
仏
民
は
ht肌
閉
じ
仕
作
る
簡
牛
な

B

タ
ー
ン
民
議
ソ
フ
ト
辻
、
新

L
い
お
す
す
め
本

ω悩
介
が
で
き
る

よ
斗

v
な
る
ο

也
弐
引
け
ル
ル

3
ら
す
門
次
円
克
一
神
へ
と
向
3
々
動
去
一
」
と
が
、
創
誌
と
一
伴
ば
れ
る
も
の
と
之
主
丸
占
℃
お
九
円
心
街
訳
u
昔
、
一

斗
γ
炉
、
一
）
ど
一
二
ン
ソ
ン
は
、
ま
だ
次
の
よ
う
に
ら
L

C

い
Z

一
ア
リ
の
一
一
U

請
の
牛
抗
告
一

γ
し
て
γ
リ
悩
体
幻
視
汁
的
一
な
バ
カ
ミ
一
加

減
は
、
コ
ン
ピ
コ

i
タ
l
Jノ
ロ
ダ
ラ
ム
円
表
引
そ
倫
什
れ
ば
、
パ
ゲ
で
は
な
ノ
縦
誌
だ

1

掛
目
覚
ン
ス
フ
ム
ロ
構
ば
叩
L
M
Y
1迅
刑
判
1
u

梶
山
花
に

な
る
レ
一
、
手
；
良
、
ズ
な
J

な
る
。
ザ
パ
院
な
要
素
を
使
り
て
出
1

司
王
接
続
き
れ
た
ン
ス
一
ナ
ム
jrt作

n
、
同
度
な
ふ
る
ま
い
は
白
川
悦
党
444
七よれ～

日
、
ー
が
い
い
」
一
手
九
九
一
句
立
小
刈
掲
訳
書
、
仁
？
へ
い
只
］
剣
晃
的
な
岐
場
力
、
1

V

J

て
司
、
川
一
フ
／
ダ
ム
な
出
、
、

ρ
の
詳
し
回
、
山
町
一
L

川
ヲ
の
な

か
の
パ
夕
、
J

の
探
町
、
冶
ご
近
所
い
正
M
を
弘
一
ヘ
カ
亘
要
と
な
る
、
と
い
う
わ
け
だ

3

｛日記「明一
Y
ニ
一
方
古
句
門
叩
L
d
E
一会得一一
hお
Cヨゆ勾一司令「司
J勾コぐ帯内
dmpH
「⑦羽

O

斗ア
4
同
C「ロガ恒三
d
戸、
ILI44w
コ
円
ユ
dg
『一訂立一
fJhNゴO
『
n
h門司同日
G
｝》作
hzd
勺口一
d一一勺

℃
乙
月
一
司
＝

J

『
主
主
主
一
宮
口
｝
一
明
d
Z
H
Z
J
1
7
L
F門誌周回
pi

－mmN百
円
DMM戸

J
心吉川

2
3
2
H夕
、
奈
Y
L
R叫
克
己
と
お
吉
同
ミ
ペ
も
ろ
内
叶
守
ミ
も
E
ベゐ
t
h
r
u
問
主
五
つ
5
E

3
2
5
5
2
2
5へ
S

E

E
－E
2
5と
え
3
2
F
2
2

万

c
p
i
F
T
v
忍
忠
一
芸

MYん
ョ
一
連
結
悩
也
岩
一
子
県
知
事
の
へ
先
日
山
、
次
の
え
苧

に
も
あ
る
？
？
っ
に
、
し
わ
ば
ノ
二
、
、
ノ
戸
vv
一
か
い
っ

5
E
F
E
M
E
R
L
E
E
E
C
H
Cむ
の
品
域
的
結
合
の
な
か
に
複
興
の
道
続
攻
描
兵
士
と
し
て

fdphp
序
で
、
民
紅
に
桔
ず
る
つ
達
増
は
次
心
b

h

J

j

h

い
う
－
一
宮
え
は
班
長
い
あ
る
、
と
忠
、
ノ
引
で
す
一
夜
興
計
判
を
話
し
九
口
、
「
一
内
手
記
東
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安川復興・域災ク）政di付金千二

H
木
し
い
災
律
扶
ム
世
間
ハ
一
記
長
へ
こ
は
、
農
史
－
杭
u

支
e

水
産
来
・
高
十
本
ん
、
そ
l
、
一
庄
疫
・
信
祉
・
教
古
宇
」
、
川
県
内
の
詩
作
－
町
を
代
表
す
ゐ

点
々
に
お
市
却
す
ぷ
、
も
b

づ
い
白
川
吊
F
入
力
意
見
を
景
約
で
え
る

a
オ
l
J
岩
手
品
の
布
陣
i
t
3
4ナ

t

た

利

γ的
技
時
的
に
3
3
か
う
と
恨
拠
の

あ
る
一
計
画
に

L
て
い
と
一
め
に
、
防
俗
、
ャ
都
市
計
画
な
ど
山
s
門
河
内
容
4
コ
い
と
は
県
内
h

の川
J

門
永
の
方
ヱ
ィ
L
7
1、パ

f
ス
’
一
て
い
に
P

一き

な
が
ら
も
京
川
リ
町
、
と
復
川
パ
計
阿
ゃ
っ
く
コ
て
、
主
七
》
！
こ
閉
山
勺
戸
、
、
ま

3
r
d埼
に
ー
さ
ま
ス
ま
な
知
恵
l
y

技
術
、

γ
ノi
T
F
が
あ
パ
ま

す
｝
そ
っ
し
と
知
白
石
干
常
久
告
の
γ
J
パ
ワ
、
そ
し
て
地
比
の
資
源
‘
資
材
士
込
用
し
て
し
く
と
一
が
地
域
情
暗
右
EJMは
畑
一
に
つ
な
カ
勺
司
、

い
さ
ま
す
u
h
r
z
J
Lだ
泉
州
、
の
れ
一
約
一
は
、
は
町
村
の
主
体
ー
ー
か
旦
糾
セ
一
れ
で
ど
打
1
人
事
で

1
」
（
達
増
拓
也

J

九
円
ハ
は
現
場
に
あ
る

日
了
力
的
J
A
L

ず
人
羽
と
於
姉
列
記
新
〈
｛
川
廿
伊
い
一
と
一
一
立
ん
円
口
、
耳
一
一
白
一

J

一日
ωJ

刷
本
hi
「
一
栴
長
後
＝

ι」
『
世
界
』
心
一

l
i
t－
一
円
ヨ
寸
、
三
一
六
百
九
っ
学
医
い
つ
い
て
辻
、

lH
ム口自
f
h
引
次
的
桁
招
は
興
味
涼
い
、
一
「
院
宮

古
開
一
円
際
、
一
県
全
人
び
と
に
定

J

一
世
下
さ
せ
ゐ
の
に
河
、
か
い
ち
ば
え
有
効
だ
っ
た
か
と
い
う
ー
に
、
ら
f
i
校
3

一J
J
R
一
ど
？
に
き
、
っ
と

4
7
荒
川
丁

目
何
番
地
ま
で
ふ
μ

ご
め
…
一
社
心
ヱ
ロ
い
で
す
E

ャ
〕
、
択
押
す
y

が
ョ
一
台
地
』
ど
い
て
F
Q
4
4
酬
を
産
r

人
だ
の
、
れ
が
一
j

」
子
一
県
r

と
は
刊
び
F
J

さ目

こ
の
っ
と
の
人
は
こ
の
学
況
に
行
与
な
さ
い
と
い
う
比
一
7

で
、
台
市
意
両
、
つ
ま
什
い
ま
℃
言
う
都
進
出
川
県
且
両
力
足
若
干
ん
し
ニ
ヨ
力
札

て
い
ま
ご
F

宮
、
日
｛
円
（
日
？
鈴
木
弘
担
沼
内
正
よ
rp

「
幸
福
諭
p

r
戸
木
い
庶
民
山
版
品
会
、
一

γυ
じ
J

下
、
一
一
一
円
；

一
川
叫
］
C
｝d
一3
。司〕｝下、ミ
λ吋

一一川川
F

内
オ
i

駅
夕

a

リノ。ヲノ～、
J

は
、
－
守
毘
州
一

d

叫開
λ

介
川
皮
の
ヱ
矧
問

vげ一」」
2

一
＃
叱
、
ズ
る
」
入
バ
一
に
川
問
的
引
て
爪
吋
附
パ
ぺ

J

戸P5A
川の
hm
、
司
む
丈
4
吊
γ

ふ甘一残
L
て
川
に
w
 

｝
 

促
ば
い
、
ソ
コ
、
ン
i
ノ
が
あ
る
の
口
、
人
明
叶
性
が
邪
町
一
と
か
ら
で
は
な
い
υ

ど
し
辛
福
歪
で
あ
れ

6

ぞ
の
一
人
一
ー
人
ヴ
ー
ト
一
れ
だ
け
私
的
見
解

合
弘
子
J

て
、
ょ
う
と
夜
、
ぐ
ニ
カ
一
日
リ
レ
一
れ
で
に
一
う
の
共
通
観
念
が
13
円
わ
れ
る
わ
け
は
な
い
か
ら
4

0

一
昨
時
J

4

へ
敢
行
動
に

よ
コ
て
立
、
相
川
も
建
設
で
き
ず
、
計
剛
で
き
れ
ラ
、
与
hy山
せ
「
、
カ
凶
主
ぞ
に
ふ
さ
言
、
川
処
理
ま
で
主
な
ぐ
白
人
刀

rbh，
が
有
川
っ
し
一
え
合
、
中
、
ー
ど

す
べ
、
一
組
禍
会
帯
広
4
h
J
J
4

も
ー
な
い
F
7
J
r

し
た
太
衆
は
、
も
1
椋
段
が
詩
j
F
d
c
k
－μ
山
円
つ
こ
と
鳴
が
み
、
も

L
同
立
が
氏
す
W
C
れ
ば
い
酌
／
J

L

t

士
花

ιれ
一
？
っ
一
、
A
H
M

一
石
同
一
E
百
三
一
’
？
と
之
、
ぜ
E
三
と
ど
ヨ
4
A
f
J
T
Z
－
3
古
川
’
国
凶
行
乍
ミ
ユ
勺
ト
ヨ
百
一
J
予

定
μ
七
日
出
「
掛
川
l
－
t
t

3
一
同
「
世
論
一
」
川
L氾
μ
円
出
、
一
ん
川
、
じ
正
、
五
人
有
花
街
プ
リ

一部

7吋
宍
プ

hwnLS－Q
）一一
J
O
九7
2
コハ－

4
E
2
w
h凶穴
P
R
ω

一2
2＼
∞
O
九一乙（之、一乙ごベ一℃一一九州凶
202£

～。一ご
3
4
r百
三
遺
品
二
石
C
2
一方均一
F
E
－－

y
d「
へ
で
口
一
号
、

日内陀ポセ凶
J

口凶句《｛占一呂
h

山口丹｝凶《
v
同】一、、「目
A

日｝〕目》
M

ロ炉
h

令〔、口

γ
同凶
n
｝μ
侍伶一
Aべd

ズJ
一内》九
r一印引
RυO
什岬口ロ悦炉
h

伶同】
σ
E
E千
h

一ロ《一円い一凶
N

以｝
v
巳
｝
凶
〉
苧
一
芦
、
v

P

句《…

～
円
ミ
苫
日
6
3
2
u
w

守
口
ミ
コ
～
古
川
れ
に
E
L
P？
と
ご
刊
に
コ
主
主
モ
ミ
旬
、
山
門
戸
、
令
正
人
小
ピ
ミ
L
m
E
7
5
5』
定
一
丘
一
円
』
ケ
ド
己
ロ
2

Eロ
勺
足
立
h
N

三一｛山｝匂

A
m

一士、何
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作
支
L

守山
I
1
2資
人
r

の
日
方
は
、
正
論
家
、
研
唱
占
、
ほ
策
形
成
長
に
乙
一
て
、
一
つ
の
由
心
的
な
作
輩
、
が
あ
る

F

－
」
を
ウ
ル
コ
ノ
ク
ζ

？アヤ

ラ
ン
は
小
崎
、
こ
に
い
る
υ
J
て
の
品
一
は
、
あ
る
特
定
内
コ
ミ
コ
プ
、
そ
一
」
の

V
八
円
制
民
、
4

こ
れ
ら
の
珂
内
村
j
i
作
川
を
訂
後
づ
け
る

社
会
問
河
川
円
引
質
と
程
性
キ
一
時
制
－
1
9
る
こ
と
ο

品
一
一
止
、
p
w
h

れ
』
り
の
引
人
日
制
向
、
特
に
吐
え
あ
る
い
は
子
、
、
斗
／

J

に
お
け
る
山
南
京
一
刑
一

社
会
資
本
と
目
撃
絹
』
四
社
余
宗
本
の
也
茂
を
理
解
し
、
そ
れ
、
基
づ
、

ar制
法
的
な
収

md筑
間
売
す
る
一
｝
王
、
）
第
一
江
古
社
会
学
、
本
内
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
刊

Yd方
一
幅
広
い
協
り
、
信
組
、
民
度
の
川
刈
川
市
ほ
～
い
か
永
ガ
プ
ィ
ブ
丘
四
川
れ
万
一
分
派
手
授
、
狐
今
i
f
語
、
情
J

た
t

土判
J

衣川駅中川
L
、

そ
L
て
／
あ
必
は
マ
ハ
り
一
つ
（
プ

2
問
視
れ
ん
か
ら
生
み
山
ず
守
と
が
て
ま
門
一
乙
ん
仙
」
干
乾
在
確
認
す
。
ニ
ど
｝
県
芦
す
れ
ば
、
創
世
田
伯
は
、
日
司
、

敵
対
日
、
め
る
い
は
取
〕
柄
の
な
い
ペ
ム
え
の
制
定
力

1

代
わ
］
一
を
て
、
l

ニ
テ
？
の
社
三
資
本
力
束
、
プ
オ
状
況
が
、
一
一
つ
の
矧
域
か
お
円
い

に
『
補
1
j

決
内
へ
と
λ

従
容
さ
せ
る
二
レ
一
で
あ
る
L

ヘ～～
ζ

ヘ
ヘ
王
切
れ
。
ぉ
一

一訂～

γ
ロら
μ
同
町
一
同
《
一
巧
再
《
な
同
ロ
汁
｝
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